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耳鼻咽喉科領域感染症に対するT-3262の 臨床的検討

大西信治郎 ・上 田 良 穂 ・小 林 恵 子 ・伊 藤 依 子

関東逓信病院耳鼻咽喉科*

新 しいピリドンカルボン酸系抗菌物質であるT-3262を 耳鼻咽喉科領域感染症に使用 し,そ の有

効性,安 全性について検討を行った。

1.中 耳炎9例,副 鼻腔炎6例,咽 頭炎1例,扁 桃炎3例,外 耳炎2例 の計21例 に,1回150mg,

1日2～3回 食後経 口投与 した。投与期間は3～8日 間であった。

2.臨 床効果は,著 効7例,有 効10例,や や有効2例,無 効2例 で有効率81%で あった。主

な分離菌は Staphylococcus aureus 7株, Streptococcus pyogenes, Streptococcus pneumoniae,

Haemophilus influenzae 各2株 な ど で,消 失 率 は89.5%で あ った。

3.副 作用および臨床検査値異常は認められなかった。
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T-3262は,富 山 化学 工 業(株)綜 合 研 究所 で 開発 され

た 新 しい ピ リ ドン カル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 で,そ の構 造 式 は

Fig.1の とお りで あ る。T-3262は グ ラ ム陽 性 菌 を は じ

め陰 性 菌,嫌 気 性 菌 に 対 し,広 範 囲 な 抗 菌 ス ペ ク トラ ム

を有 し,強 い抗 菌 力 を 示 す 。 健 康成 人 にT-3262150mg

を 食後 経 口投 与 した 際 の最 高 血 中 濃 度 は1.9時 間後 で

0.55μg/ml,血 中 半減 期 は 約4.6時 間,そ して尿 中排

泄 率 は12時 間 で42.8%で あ る。 また,各 組織 へ の移

行 も良好 で,連 続 投 与 に お い て も蓄 積 性 は 認 め られ て い

な い1)。

(•})-7-(3-amino-l-pyrrolidinyl)-6-(fluoro-1-(2, 4-di-

fluorophenyl)-1, 4-dihydro-4-oxo-1, 8-naphthyridine-

3-carboxylic acid p-toluenesulfonate hydrate

C19H15F3N4O3•EC7H8O3S•E H2O

MW 594.56

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

著者らは,今 回T-3262の 提供を受け,耳 鼻咽喉科領

域の感染症に対する有効性および安全性の検討を行った

ので,そ の成績を報告する。

I.対 象ならびに研究方法

1.対 象

対象は昭和61年11月 か ら昭和62年3月 までに関

東逓信病院耳鼻咽喉科に受診 した感染症21例 である。

その内訳は,急 性外耳炎2例,急 性中耳炎2例,慢 性中

耳炎2例,慢 性中耳炎急性増悪5例,急 性副鼻腔炎3

例,慢 性副鼻腔炎1例,慢 性副鼻腔炎急性増悪2例,急

性咽頭炎1例 急性扁桃炎3例 である。年齢分布は10

歳(体 重41kg)～77歳,平 均36.8歳 で,性 別では,男

性10例,女 性11例 であった。

2.投 与方法

投与方法は,1回150mgを1日2～3回 食後経口投

与とした。投与期間は3～8日 間(平 均60日)で,

総投与量は0.9～3.15g(平 均2.1g)で あった。

3.臨 床効果の判定基準

臨床効果の判定は臨床症状の推移をもとに著効,有

効,や や有効,無 効の4段 階で行った。各段階の判定基

準は以下に示 したとおりである。著効:投 与4日 以内に

全身症状が回復 し,局 所の発赤,浮 腫,腫 脹,疼 痛,分

泌物などが消失ないし治癒 したもの。有効:上 記症状,

所見が7日 以内にほぼ軽快 したもの。やや有効:7日 の

時点で治癒傾向を示すが,な お治療を要したもの。無

効:治 療開始後ほとんど症状の改善,治 癒傾向を示さな

いもの。

4.起 炎菌の分離

起炎菌を検出する目的で,中 耳炎では耳漏を,副 鼻腔

炎では鼻汁を,咽 頭炎では咽頭粘液を,扁 桃炎では陰窩

部膿栓を滅菌綿棒を用いて採取 し,当 院細菌検査および

三菱油化メディカルサイエ ンスで分離培養,同 定を行

い,T-3262の 最小発育阻止濃度(MIC)を 測定した。

MICは 日本化学療法学会標準法に従って測定した2)。
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Table 2. Clinical efficacy of T-3262

Table 3. Bacteriological response toT-3262 in otorhinolaryngological infections

GPC: Gram-positive cocci GNR: Gram-negative rodds

細菌学的効果の判定は,起 炎菌の消長より消失,減

少,不 変の3段 階で判定 した0

また,自 他覚的副作用,投 与前後における臨床検査値

の推移についても検討した
。

II.成 績

耳鼻咽喉科領域感染症21例 全症例におけるT-3262

の個々の治療成績の概略,す なわち,年 齢,性,診 断

名,分 離菌とそのMIC,投 与量と期間,総 投与量,臨 床

効果,細 菌学的効果,副 作用についてTable 1に 示 し

た0ま た疾患別の臨床効果をTable 2に まとめた
。

臨床効果は,急 性外耳炎2例 中,著 効2例 で有効率

100%,中 耳炎9例 では,有 効7例,や や有効1例,無 効

1例 で有効率77.8%で あ った。副鼻腔炎6例 では,著

効2例,有 効2例,や や有効1例,無 効1例 で有効率

66.7%,急 性咽頭炎の1例 は,著 効,急 性扁桃炎3例 で

は,著 効2例,有 効1例 で有効率100%で あった。

細菌学的には,Staphylococcus aureus 7株 を含む グ

ラム陽性菌13株 とグラム陰性菌6株,嫌 気性菌1株 が

病巣より分離された。 グラム陽性菌13株 中,消 失11

株,存 続1株,不 明1株 で消失率は91.7%で あった。

グラム陰性菌6株 は 全て消失,嫌 気性菌1株 は存続 し

た。全体では消失17株,存 続2株 で消失率は89.5%
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Table 4. Laboratory findings

B: Before A: After

であった(Table3)。

副 作用は全例に認めなかった。また,投 与前後で臨床

検査を実施できたのは6例 あったが,特 に異常な変動は

みられなかった(Table 4)。

III.考 察

耳鼻咽喉科領域感染症の主な起炎菌は, Staphylococ-

cus aureus, Streptococcus pyogenes, Streptococcus

pneumoniae を は じめ とするグ ラム陽性菌な らびに

Pseudomonas aeruginosa, Haemophilus influenzae な

どである。T-3262は,こ れらの菌種に強い抗菌力を有

し,臨 床的にも良好な治療効果が期待される。

今回の臨床的検討では,著 効7例,有 効10例,や や

有効2例,無 効2例 で有効率81.0%と 良い成績が得ら

れた。疾患別では,中 耳炎9例(急 性2例,慢 性2例,

慢性の急性増悪5例)で の有効率は,77.8%,副 鼻腔炎

6例(急 性3例,慢 性1例,慢 性 の急性増悪2例)で

は,有 効率は66.7%で あ り,急 性咽頭炎,急 性扁桃炎

および急性外耳道炎に対 しては,有 効率100%と 著 しく

良好なものであった。やや有効,無 効 と判定された4例

は,い ずれも1回150mg1日2回 投与例であ り,十分な

効果を得るためには,1日3回 投与が良いと思われた。

細菌学的効果に関 しては,今 回病巣か ら分離された

20株 中,不 明1株 を除 い て,17株89.5%が 消失し

た。

また,自 他覚的な副作用症状は1例 もなく,臨 床検査

値にも異常を認めなかった。

なお,今 回分離された主な菌のMICは, S. aureus

(6株)0.025～0.78μg/ml, S. pyogenes (2株)0.2μg/

ml, S. pneumoniae (2株)0.2～0.39μg/m1,  H. influ

enzae (1株)0.0125μg/m1, P. aeruginosa (2株)0,39

μg/mlと いずれも低値を示し,本 剤の幅広い抗菌スペク

トルと強い抗菌力の特微を現わ していた。

以上,T-3262は グラム陽性および陰性の幅広い菌種

に対 して,極 めて優れた抗菌活性を有する薬剤であり,

安 全性も高 く,耳 鼻咽喉科領域感染症においては非常に

有用性の高い優れた経 口剤であると考えられる。
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T-3262 IN OTORHINOLARYNGOLOGICAL INFECTIONS

SHINJIRO ONISHI, RYOHO UEDA, KEIKO KOBAYASHI and YORIKO ITO

Department of Otorhinolaryngology, Kanto Teishin Hospital
5-9-22 Higashigotanda, Shinagawa-ku, Tokyo 141, Japan

T-3262, a new pyridone-carboxylic antimicrobial agent, was administered to patients with otorhi-
nolaryngological infections, and its clinical efficacy and safety was evaluated.

1) T-3262 was administered for 3-8 days, at a dose of 150 mg b. i. d. or t. i. d. after meals, to a
total of 21 patients: 9 with otitis media, 6 with paranasal sinusitis, 1 with pharyngitis, 3 with tonsil-
litis and 2 with otitis externa.

2) Clinical efficacy was assessed as excellent in 7 cases, good in 10, fair in 2 and poor in 2, the
clinical efficacy rate being 81%. Seven strains of Staphylococcus aureus, and 2 each of Streptococcus

pyogenes, Streptococcus pneumoniae and Haemophilus influenzae were mainly isolated as the causa-
tive organisms, the eradication rate being 89. 5%.

3) No adverse events nor abnormal laboratory findings were observed.


